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〔電気工学専攻〕
キリギリスの諸特性の電気計測に関する研究 聴覚神経特性
石 塚 智
キリギリス(Gampsoc le ib uerg eri )のStrid ulation を分析してみると， 音は4ms ecの音パルスに 構
成きれている。 一方200Hz -17KHzの人工音刺激を与え双極細胞の軸索である聴覚神経からイン パル
スをひらい， 測定すると音パルスの構成周波数の範囲で、闘値が下がっている。 このことは鼓膜がStri ­
d ulation を最も効果的に受容できることを示す。 さらに， 200Hz以下の刺激音で下行性情報をなくし
ても腹部神経節で応答がみられ尾部の低音刺激に対 する受容器の存在を示唆する。
直流電動機の非対称位相制御に関する研究
西 野
修
逆並列に接続したサイリスタを非対称に 位 相制御して， 直流他 励電動機を制御したときの定常特性
と始動特性を解析し， その特性算定法を設定した。 また， 解析結果から， この方式による制御法は半
波 位相制御法， 全波整流位 相制御法による方法より電動機の始動時， 制動時の時定数を小きくできる
ことがわかったので， 実験によりその裏付けを行なった。
断面の変化する音響ダクトの有限要素法解析
加 藤 清 作
ダクトは空気取り入れや排気系に利用され， それらを通しての音の伝播が実際的に重要である。 そ
こで有限要素法を音響ダクトの問題に応用した。 離散化代数方程式を2次元の減衰のある系に対 して
アジョイン ト系を導入して求めた。 数値計算例として， 曲がりの付近， 不連続のある部分， ダクト内
の吸音壁の付近の音圧分布を計算した。 計算結果は測定結果と比較されている。 さらにこれらの結果
は， A. R our e に よる固有関数展開法に基 づく結果とも比較を行なった。 ダクトの曲がりの部分から
の反射と， 曲がりの部分の伝達減衰量をダクト内に 吸音壁を持つ場合も含めて考察した。 この手法は
音響ダクト問題の解析と設計に有効であることが立証された。 またこの手法は電磁導波管の問題にも
容易に適用できる。
「音響ダクトの有限要素シミュレーション 」の題名で電子通信学会誌掲載が決定している(53年1月号
の予定) 。
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有限要素法を用いた心電図の解析
田 中 満
人体電場解析は以下の用由によリ容易でない。 a) 屯源としての心臓が， 時間的に状態の変化する
土次元電源である。b) í副主インピーダンスが人体境界の 複雑性， 媒質の導電性不均質により著しい
影響を受ける。
筆者らは， 人体電場に有限要素法を適用して， 境界および同所不均質が体表電位におよはす影響を
解析した。 人体電場をポアソンの式で表わされる境界値問題として把握し司 有|浪個の節点て、米わきれ
る連立ん干主式として体表電位を計算した。 解析の 結果， この手法が人体電場解析に有力 であることが
確められた。
二次側に可飽和リアクトルを用いた巻線形誘導電動機の始動特性について
松 永 辰 三
Jj;線形誘J享電動機のーよ次同路に口J飽和リアクトルを挿入L， 二次阿路電!土がすべ1)に{半なって変化
することを利用して， 始動期間中 ， すべりに応じてリアクタンスを 白動的に変化させ， 定・{氏トルク
始動を行なう方法を考案した。 ま た， この 万式に必要な可変リアクタンスの特性算定法と電動機の 始
動特性算定i去の"止定をqiない， 実験値と理論111'jを比較し， 良好な結果を得た。
任意の吸音壁を持つ軸対称音響フィルタの有限要素解析
森 聴
1f:志のl吸白壁を持つ軸対称古士訪問題の ためのコンビュータプロクラムを 有限要素法にJ，lついて開発
した。 数値計算としてその壁の 自iが吸六材で処埋されているような在響 フィルタの Ít;送特'i'i， .�に
(f響ホーンののどインピーダンスを求めた。 計算 結果は実iMiJí直と比較的良く 台士した3 ここで述べた
手法はこのやFの�:f場問題の予測とI没計の手段としてJH，ミることができる。
ìj巳百、のLl及ì}壁を持つ白二響 フィルタの 有限要素シミュレーション」の題名で日本音響学会誌33，5(1
977) P 259 - 2 66に掲載され た。 英文はJour. Sound & Vibration ，ニ掲載が決定している。
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〔工業化学専攻〕
アリールアセチレンスルホンアミド及びその誘導体の合成
川 原 博
パラ置換スチリルスルホンアミドより出発し， 臭素付加及びアルカリによる脱臭化水素を経て， パ
ラ置換フエニルアセチレンスルホンアミドを初めて合成した。その途中でエリトロートレオ及びシス
ートランス異性体をそれぞれ分離した。アセチレンスルホンアミド類とイソチオシアナート又は�íi]定
化炭素との反応により， 環状の3ーアルキルアミノ又はメチルチオー5ーフエニル-1，4，2ー ジチア
ジンー1，1ー ジオキシドが得られた。
アルキル化炭の高圧乾留
車 哲治
夕張炭をK /Naph thalene/THF/ C2H5Hこて還元エチル化した後， 400-500oC， 1000atm， 5hr で乾留
してえた生成物のIR分析，NMR分析，X線回析， 密度法構造解析などを行い原炭乾留物と比較した。
エチル化物のベンセ、ン易溶性より， その乾留物の結晶性に大巾の良効果を期待したが， 若干の効果し
か見られなかった。エチル基の早期離脱による揮発分の増大が球晶の生成を妨害したことによるもの
と考えられる。 [日本化学会， 第36回春季年会(1977)発表 ] 
アゾキシベンゼン類の異常ワラッハ転位
松 村 重 徳
4- アルキルア、ノキシベンゼンおよび4，4'ージアルキルアソキシベンゼンの85% 硫酸による転位反応
において， アルキル基の種類によりア、ノー基のm位に水酸基が導入されたもの， アルキル基の転位を伴
なったもの， またはアルキル基の離脱をi半なったものが主生成物として得られた。これはこれまで
4 メチル， また4，4'ージメチルアゾキシベンゼンなどの反応で報告されている結果とは異なり， 新
らしい型の転位反応である。
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〔金属工学専攻〕
鋳造応力に及ぼす， 合金組成， 鋳物形状の影響
阿 手 雅 博
鋳物の変形等， 千千種の欠陥iの原因と なる残留応力に対して， 鋳物 の形状や合金の 組成、 鋳型の及fi'
す影響を静ひずみ計によって測定した結果か ら検討し， 次の 結論を得た。 強!をの大きな鋳型や熱の放
;技能力の低い鋳型を使用すると 残同応力は大となる。 鋳物中 ， 初期 に凝固した部分の残留応力は低い。
使用したAl- Si 合金ではSiの初品や共品の量が多い組織を持つ試験片の 残惜応力はül�、傾向 にあっ
た。
銅ー錫合金鋳物の音響特性に及ぼす組成および組織の影響
木 下 丘呈_s=己
25% Sn までのr�f響特性に/えほ寸組成や組織の影響を調べた結果， 振動数は約10�1 5% Sn で最
民と なり， 冷却述!芝が大き」、ほど振動数は高く て， この最最守{低氏凡}点l
相でで、組大な結品粒の ものや共析品カがミ連統して析出しているものは小さく なつた。また， 5， 1叩0， 1 5， 20 
% Sn で、の 鋳込üriJ支の影響を調べた結果， 鋳込温度が液相線より高く なるにつれて '�十;- )支， 振動数は
jt に{氏I、L， 減衰能は液相線上100�1500Cで 十iに低い他を示し， それの上卜のlJ4度て。は向いj[!lを
示した。
Mn酸化物の還元について
小 中 修
Mn02をCOによって十分還元して得たMnOお よびMnO十10%Fe203にCを混合 した加圧ペレットを
1150， 12000Cにそれぞれ2，3hr ， Ar 気流中で加熱還元し， X 線，X線マイクロアナライザー， 顕微鏡に
よってしらべた。
MnO- C試料 の場 合は12000C， 3hr の還元ておtJnO，Mn7C3だけがX線的に認められ， Cは認 め られ
ないo Fe203を添加した試料の場合には， 11000C ，2hrの加熱 で、α一一Fe， Mn7C3のほかに(Mn，Fe)?C3が認
められる。
86 -
鋳鉄溶解における砂怯添加の影響
谷 本 正 和
砂鉄をパインダーで塊状としキュポラに装入して高炉銑と共に溶解し， コークス， 石灰など各種配
合を変えてその出湯を調べた。その結果コークスにより炉内を還元性とし砂也失を50�60%溶解還元す
ることができた。また， スラグ中のTi02量による出湯銑鉄への影響， 材質特性についても検討した。
AI-AI203 -Si02系合金の研究
西 村 和 明
火山噴出堆積物であるシラスを原料としたシラスバルーンの軽量性， 耐火性， 耐熱性， 断熱性など
を利用すべし プラスチ、ソク， カーボン， 窯業材料， 金属との複合化が鋭意研究されている。本実験
ではアルミニウム合金と複合させアルミニウム合金の強化を目的とした。従来の複合材料では最高強
度は1�2kg/mm可立て、あるが， これを押出加工によりシラスバルーンを破壊分散させ， 熱処理によって
内部還元反応によって強化を計った。これにより12kg/mm2まで向上させることが出来た。
銅合金の内部酸化について
苗 加 雅 敏
内部酸化の現象は1940年頃からAg-Cu合金の研究などで始まり， その後幾多の研究が報告されて
いる。
本研究でいはC u-Z r，C u- Cr合金の板状試料につき内部酸化層の生成速度 ， 内部酸化層中の酸素の
拡散及ぴ拡散恒数 ， 活性化エネルギーを求め， 内部酸化層厚きにおよぼす溶質元素の影響を調査検討
した。
一方C u-F e ，C uーCr合金の線材試料について電気抵抗と内部酸化率との関係を示す実験式の算出
を試み内部酸化の利用法を検討した。
硫化銅鉱の酸浸出
松 沢 信 明
硫化銅鉱の湿式処理を理解するためには， 非化学量論化合物を含めた銅硫化物の浸出反応、について
総合的な検討が必要で、ある。そこで第一段階として本研究では， 浸出中に化学組成の変化を示さな川
硫化第二銅鉱を取り上げ， 酸性溶液中における硫化第二銅鉱の酸浸出反応に対する平衡論的検討を加
え， さらに酸化剤として第二鉄イオンを添加した場合の， 硫化第二銅の酸化反応の動力学的検討を合
わせて行なった。
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〔機械工学専攻〕
熱伝達のある1円孔を持つ無限板の点熱源による熱応力とその変形
杉 坂 輝 行
円孔壁から一定温度の流体に熱伝達のある1円孔を持つ無限板に， 点熱源によって生ずる熱応力と
変形を理論的に解析した。解析方法は双極座標を用いて温度および応力関数をフーリェ級数で表わし
円孔縁の応力式と変位式を求めた。数値計算より次のことが明らかになった。 (1)最大熱応力は円孔壁
(品=00，1800 )に生じ， ビオ数が無限大のとき最大となる。 (2)ビオ数を一定とすれば円孔と熱源が離
れた方が最大熱応力および変位量は大きくなる。
円柱まわりの流れについて (側壁の影響を考慮した場合)
田 中 裕 二
一様な粘性流の中におかれた回転円柱のまわりの流れを， 極座標を用いて数値解析し， 主流に平行
な側壁の影響を理論的に調べた。極座標を用いているために， 側壁面は必ずしも格子点と一致しない
ので， 内挿補かんして境界条件を入れ， SOR 法により， レイノルズ数(2au/ν)が1.0と5.0の場合
について， 無次元回転数(aQ/u)を0.1および1.0 にとって数値計算し， 渦度分布， 流線を求め， また
圧力分布， 揚力および抗力係数の変化を調べた。
高温・高圧水中における変動応力下の応力腐食割れに関する研究
福 納 秀 樹
温度1200C ， 圧力20kg/ cm'水中で'7075-T6 アルミ合金の平滑丸棒試験片を用いて， 応力保持を含
む台形波状片振引張低サイクル腐食疲れ実験を行ない， 応力変動と応力保持時聞の破壊寿命に及ぼす
影響について理論的・実験的考察を試みた。得られた実験結果は応力波形に対する腐食電流密度変化
をモデル化し， 電流密度変化の応力変動に対する時間的遅れおよび応力保持時間と皮膜補修速度との
関係を考慮したメカノケミカル溶解モデルにより定量的評価が可能で、あることを明らかにした。
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傾斜すきまをもっ相対移動面聞の熱流体潤滑に関する基礎研究
藤 田 秀 晴
高速度で作動する軸受においては， 潤滑剤の発熱作用によってその物性値およぴ軸受形状などに変
化をきたし， その結果軸受性能に大きな影響を与える。 そこで， 本研究では動圧形スラスト軸受を対
象として傾斜すきまをもっ相対移動面聞の熱流体潤滑問題について軸受面の熱変形を考慮して数値解
析を行った。 その結果， 軸受負荷容量(無次元)は軸受速度の増加につれてほぼ直線的に減少し， そ
の減少量は軸受材料の熱伝導率， 熱膨張係数に大きく依存し， 移動面の熱境界条件にはあまり影響さ
れないことを知った。
弾性同期支持防振基礎を用いたばね式衝撃加工機械の研究
船 越 剛
振動公害の主要な発生源である衝撃加工機械の新しい防振法として， アンピルの運動がハンマリン
グに自己同期する弾性同期支持防振基礎を関発するために， 運動， 衝撃特性， 安定性および伝達力の
解析を行ない， 従来の機械と比較して運動および衝撃特性をほとんど変えることなし 良好な防振効
果が得られることを明らかにするとともに， その最適設計法を確立した。
〔生産機械工学専攻〕
塑性流動に及ぽす工具と材料面聞の摩擦の影響
須 田 ，博 文
アルミニウムの熱間圧縮では， 加工端面は固着して内部せん断によるふくらみ出し形変形(フォル
デイング ) となって摩擦力が低下することが明らかとなり， 冷間圧縮のような端面すべりによるたる
形変形に比較して加工性が良好で、あった。 また， この結果を夕、イス半角を変えた熱間押出加工に応用
すれば， 900ダイスはそれ以下のダ、イイ ス角に比較して流れはテデデ、ο)、
でで、， 加工性が良好で、ある理由が説明できた。
nu oo 
回析像による角度測定に関する研究一一光扇を利用した測定法一一
平 井 誠 三
本論文はたとえばナイフエッジのような厚み零の真直な直線縁2本で挟まれたくさび形開口の角度
を測定する新しい方法を扱っている。原理としては， 開口に垂直にレーザ光を投射すると， 開口の後
方にくさび、の縁に垂直な方向に光の帯(光扇)が生じ， 2本の光扇の交角がくさびの角度に等しいこと
を利用している。実験の結果， 開口の角度が 100以上の場合はかなり高精度に測定できることがわか
った。
AI-Cu系合金の超塑性挙動に関する研究
南 喜 八 郎
AI- Cu2相合金において 基地の昨日に対して剛性率の高いO相の体積率の増大が超塑性挙動に及ほ
す影響を検討した。その結果， 。相の体積率の増大にともなってI) 流動応力のひずみ速度感受性指数
のm値が最大を示すひずみ速度は高ひずみ速度側に移行する。 II)全ひずみに対する粒界すべりから
求めたひずみの割合は増大する。 III) 超塑性変形の活性化エネルギは， AIの粒界拡散の値から格子拡
散の値に変化することなどが明らかになった。
過共品AI-Si合金の被削性に及ぼすシリコンの影響について
村 上 晴 夫
過共晶アルミニウムーシリコン合金に含まれる初品シリコンは切削加工の際に工具摩耗をはやめて
工具寿命を短かくし， 工具逃げ面に付着して工作物仕上面を占劣化させる。本研究では鋳造条件や処理
方法を変え， 初品シリコンの粒径の大きさを調整した試料 について各種切削実験を行った。その結
果， 初品シリコンを微細化した試料が， 切削抵抗， 仕上面あらさ， 切くず処理等いわゆる被削性にす
ぐれていることを確認した。
多孔性砥石の研削機構について
中 崎 洋 二
一般に軟質金属は加工に際し塑性変形が大きい点が特徴である。しかし切削や研削ではパリや盛上
り切残し量が多く， 寸法精度を低下きせ， 砥石面の目づまりを生じて研削の続行を妨げる。本研究で
は比較的大きい気孔を持つ多孔性砥石を用いて軟質材を研削し， その研削性能について普通砥石と比
較， 検討を行った。軟質材としてのアルミニウムーシリコン合金に対して多孔性砥石では目づまりが
少し砥石修正時間(砥石寿命)が長くなる。
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〔化学工学専攻〕
2次遅れ系制御対象の運転における人間の制御特性
岡 本
稔
2次遅れ系制御対象を電気回路でシミュレートし， それにステップ状の外乱を与え， 人間に制御さ
せるという実験を行なった。 ここに， インディシャル応答曲線から得られるITAE値の大きさにより
制御成績を評価できる。 制御対象の等価 時定数， 外乱の大きさ， 制御量の微分値の提示の有無および
人聞の本質的制御能力(これを別 の装置で測定した。 この能力は C. C.NO. であらわされる)の4 要因
のITAE値におよぽす効果(交互作用を含む)を追求した。
循環・檀列モデルによる揖枠槽内の混合
加 藤 悦 昌
回分式撹枠槽内の混合過程の解析に循環槽列モデルを適用して， 混合段数， 混合速度ならびに循環
流量数などの混合諸特性を明らかにした。 さらに固液異相系のイオン交換1次反応、を対象として， 交
換率変化の過渡応答期間ならびに混合時間と異相系反応の物質移動係数との相関性について検討し，
このモデルが1次反応を伴う場合の槽内混合過程の解析に適用できることを示した。
気泡による温水の冷却
喜 多 和 彦
大容量の温排水(1000MW級の原子力発電の排温水)の冷却を経済的に有利な気泡を用いて行ない
この冷却法を確立することが本研究の目的である。 総括物質移動容量係数は， 気液が十字流として流
れるモデルを作り， 差分法により実験的に算出 し， 各操作因子(液流量， 気泡流量など)と相関し次式
を得た。 Kω a = 0. 67 (L) 0・5 ( G) 0・54 ここで， Lは液流量[ k g/m'・h r] ， G は気泡流[k g/ωh r]，
空気流圧力損失は ムP d= 0. 0756Fh2 FはF- f acf or = Uh /i瓦，Uh 空気流速[m/s ec]， 
その他 ， 液流の8mm撮影による観察 を行ない， 各種の冷却装置とも比較し， 装置設計への指針をえ
fこ。
tE4 nwv 
垂直円管におけるガス・液混相流の基礎研究
高 瀬 均
最近 いろいろな化学プロセスにカザス， 液並流充填層が用いられている。この流動ならびに物質移
動特性の基礎研究として， 垂直円管内のひろいガス， 液流れの条件のもとで， これらの特性をもとめ
た。その結果1 )気泡絶対速度WBはKを流動ノfラメータとしてWB=O.3SJgö+ ( 1 / K ) (ÜG十ÜL )ここ
でDは管径で表 わされ， Kはほぼ1.0になる。n)カ、ス混入による本体スラグの慣性力と液均相流の壁
面粘性力との比を表 わすノfラメータαを導入し， 物質移動係数のEnha ncement Fa ctor として民/ &0
~α1/4をえた。
粒子破壊新生表面の液相吸着特性
中 村 秀 夫
固体を破壊すると表面積の増加を伴い， 表面積は表面エネルギーと密接に関係してくる。破壊の瞬
間に生成する新表面は物理化学的に非常に活性であるので強い吸着作用を引起こすことが考えられる。
本研究ではこの種の問題を粒子破壊による新生表面の液相吸着に関連づけた実験的検討を行った。 そ
の結果破壊新生表面に対する液相吸着特性すなわち， 吸着等温線， 吸着分子占有面積， 固液界面エネ
ルギ一等についての知見が得られた。
米の乾燥割れについて
西 村 龍 夫
米の乾燥過程における内部含水率の不均ーが内部応力を招き乾燥割れの原因となる。ここに， 米の
乾燥割れは表面 ではなく内部で起きる。これは内部における引張り応力の存在を意味するが， まずこ
の現象の発生原因をつきとめた。つぎに， 米を弾性球とみなして内部引張り応力の大きさをオーダー
的に推定した。 また， 米を楕円体とみなして乾燥過程における内部水分分布を有限要素法を用いて求
めた。(ただし， この計算では米の水分拡散系数を一定値と仮定しているの で実際とは異なる。)
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気体・国体(非触媒) 反応の速度論的研究
一硫化E鉛ベレットの酸化ー
三 宅 直 生
硫化亜鉛ベレットの酸化反応を熱天秤を用いて温度600-9000Cの範囲で行なった。表面反応の速度
定数は灰相の存在しない初期速度より求めた。 拡散過程の解析は未反応芯モデルにもとづいておこな
い， 灰相内有効拡散係数は空隙率によって， 気体境膜物質移動係数は粒径によって， それぞれ影響を
うけることを明らかにした。 なおこの温度範囲では単一過程が明確に総括速度を支配することはない
が， 6500C以下では化学反応過程が， 7500C以上では灰相内拡散過程が支配的であることがわかった。
ドラフトチューブリアクターにおける液ジェットにともなう循環過程
村 上 裕 孝
液ジェットにより， ドラフトチューブの内外を上・下向流する液流の特性をインパルス応答実験に
よりしらべた。 結果として 1 )チューブ径にもとづく， R e数=3， 700-12， 000の範囲で循環流量比
rは一定 であり， 循環流が十分に発達している。 II) ジェット流量Fの増加に対応し， モデルパラ
メータとして無駄時間容積比， ならびに高次遅れの次数が増加し， 液ジェットによる循環経路でのス
ケール細分化が装置内の混合過程を左右していることなどがわかった。
〔電子工学専攻〕
窒化ガリウムの結晶成長
角 崎 雅 博
青色発光素子用材料として有望視きれている窒化ガリウムの結晶成長をM a rusk a-T i etj en 法によ
って行い， 再現性のよい最適条件を決定する。 その結果アンモニアガス流量1. 25 t /minの時， 塩化
水素力、ス流量2 -3 mQ/min， 成長温度1， 0550 -1 ， 065 0C， アンモニア力、ス出 口から基 板までの距離2
-3cmが動産という結果を得た。 また7ゲス流れをB lock ingする効果についても考察した。 生成結晶には
ウロコ状， ピラミッド状， ウズ状の三つのタイプがあり， それぞれについてキャリア移動度， 電子濃
度を測定した。
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MOS型薄膜ZnS(Mn)EL素子に関する研究
坂 井 俊 夫
Ta-T a2Ûs-ZnS(M n)-A u構造の薄膜EL素子について， ZnS中のMnの分布と発光特性をしら べ
たものである。 Mnの分布を変えるためZnSとM nの2つの蒸着源を用い， 蒸着順序を次の3通りにし
た。(イ)Mn→ZnS， (ロ')ZnS→Mn→ZnS， 付ZnS→Mn， ここで ZnSの厚きは約3，000Åである 。Mn
の蒸着量， 熱処理時間等を変えて， 電庄一発光強度， 周波数一発光強 度， パルス励起による発光過済
特性等を測定した。 この結果， (司の方 法で作成した素子が最も 強く発光することがわかった。
マイクロコンビュータのインターフェースに関するE汗究
高 田 栄 一
半導体技術の発展に伴ない， 最近急速な進歩を来たしたマイクロコンビュータ(マイコン)を有効
に利用するために， 種々の研究が行なわれている。 本論文はこの初期段階のインターフェース制御回
路としてマイコンに適したPTR入力装置， ジャーナルプリンタ出力装置， およびMT補助記憶装置
などのインタ フーェース回路を設計， 製作して利用に役立てた。 また応用例として音符をパターン化
して曲を作るミュージツクシンセサイザーの制御用インターフェースを製作した。
三角状光遮蔽板を有する光共振器に関する研究
谷 崎 正
レーザ共振器 に用いら れる光共振器のモード特性は， 現在までに， 計算機を用いて逐次近似 法によ
り解析されている。 本文は， これと同じ手法で， 平行平板型 ， 共焦点 型の共振器 中央に，エッジ角90。
の光遮蔽板を挿入したときの発生モードについて， 振幅， 位 相， 固有値， 又エッジの共振周波数に及
ぽす影響を求めた。 フレネル数をパラ メータとし， 結果として， 鏡問距離が短くなると， 00モードで
は， エッジの影響が強くなる。 エッジの頂点の位 置が中央を越えると回折損失， 位 相推移が急激に大
きくなる。 この解析法は， 他 の形の遮蔽板をもっレーザ共振器の解析にも 応用できる。
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GaSeのフォトルミネッセンス
松 村 隆 男
B r idgm an 法と閉管昇華法によりGaS e の結晶成長を行い， 液体ヘリウム温度での光吸収および光
発光を測定した。 両法による本質的差はみられない。 GaS e の光発光は試料により3つの グループに
大別される。 即ちf in e c rack を持つ試料にみられる2. 04eVに ピークを示すbroa d l in e， 高ドープ量
試料にみられるC - l in e， pu reな試料にみられるエキシトン とsvi， ai， l in eである。 これら の 微細構
造， 温度依存性 ， 張力依存性 を測定した。 また2 重温度勾配法による閉管昇華結晶成長によって新し
いタイプ の結品成長を 見出した。
Si，Ge フタロシアニンの電気的， 光学的特性
山 本 義 宏
4価のS i，Geを 配位したフタロシアニン の中心金属 に他 の基や塩が 配位する場合， 分子 の 平面 対称
性や電子 配位の変化を光学的， 電気的に観察した。 S iCbーフタロシアニン， GeCkー フタロシアニ
ン ではフタロシアニン環の 平面 対称性 の低下が吸収スベクトルから 推測きれる。 また結品構造相転移
が光学的， 電気的に 測定された。 S iフタロシアニン の電気伝導度は他 の 金属フタロシアニンよりも
102� 103倍大きし これは酸素に対 する親和力によって説明される。
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